
一
九
回

玄
米
貯
蔵
中
の
温
度
設
に
玄
米
の
水
分
含
量
三

玄
米
の
哉
芽
力
保
存
ミ
の
関
係
に
就
き
て
〈

二

〉

農
園
宇
博
士

近

藤
村

太

良B

高

岡

{呆

緒

一吉

著
者
等
(

T

V

は
前
報
に
於
て
玄
米
を
密
封
貯
離
し
た
る
時
貯
蔵
調
度
雄
に
玄
米
の
水
分
合
量
が
米
の
費
芽
力
保
事
に
及
ぽ
す
影
響
を
軒
、，J

究
し
て
其
結
果
益
表
せ
り
、
而
b
て
前
報
に

τは
立
米
を
密
封
せ
し
場
合
に
つ
き
て
行
ひ
し
も
の
な
る
が
誌
に
報
告
せ
を
す
る
♂
密

、，J

封
せ
し
も
の
さ
容
器
に
遁
無
口
笠
置
げ
し
色
の
さ
の
ご
種
の
場
合
に
つ
き
て
貨
験
し
て
雨
者
の
結
果
を
比
較
し
向
己
併
せ
て
前
報
告
の
結
果

を
更
に
確
か
め
ん
ざ
す
骨
叉
引
前
岡
は
貯
薫
を
昭
和
三
年
五
月
一
日
に
開
始
し
て
十
一
月
十
五
日
に
終
り
た
る
が
今
聞
は
貯
蔵
時
期
を
遁
ら

，‘、

レ
め
て
昭
和
三
年
七
月
九
日
に
開
始
し
て
翌
四
年
二
月
九
日
に
終
h
た
る
が
故
に
貯
麗
開
始
期
及
其
期
聞
を
異
に
せ
り
。

試
料
挫
に
賓
験
の
方
法

昭
和
二
年
産
の
雄
町
及
吉
備
穂
の
玄
米
を
試
料
さ
す
。
昭
和
三
年
七
月
二
日
乃
.
盈
七
日
の
聞
に
籾
米
念
日
照
に

τ乾
燥
し
て
よ
4
乾
燥
せ

る
宣
米
よ
b
乾
燥
不
充
分
な
る
玄
米
迄
四
種
を
作
れ
り
。
其
水
分
合
意
は
次
の
如
し
。
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第一表 試料の水分合最

玄米の水分含量

ラ品
~.8 

10.0 

% 
1l.8 

11.8 

% 
13.8 

13.6 

% 
16.0 

16.0 

備考以下記載に醤り便宜の貸め水分含鑑9.8%を10%t.して 11.8%を12%とし13.6%及13.8%を14%と稀す。

-!tfQ義的構守Q*t1究命制G制場建ゐ当〈紅葉&ε、い生鮮ゐ厳司、QI電ロ嘩fト!..!r<.;11鰻ε、!..!t1司令2い猛雄キ).c、。畠凶械!包盟

各!.!tぐ.;μ ・(looÐQゐ~!範~...)事Q1~司fQ ロ匁』栴ωQ~己45鑑品質Jい鰻属品~...，キ).c、o ~""Q~...，鄭掴キ3 ・(1 11腰Q.

~当膳国1110副. 111同副賞mo担QIe!]扇常任以単株J程調霞匁J...)い蜘l-R:!2OOÐ詰it~掴~品。蜘!騨さま総11事~Q忌..)。

第二表 室 温(揺)

用 日 午前川温|最高温|最低温] 見 日 |午前崎温!最高温|録低温

7周 7aa日拘-3F年..1315日 27.9 鈍 O 26.5 11局12日ーl1s18日 12.3 10.6 13.6 

7居30日-8周 6日 26.2 2i.6 25.0 11局19日-llJJ25日 10.2 15.6 9.1 

8 ..13 7B~8 ..1313日 26.3 28.3 24.4 l1s26日一U，!1日 10.8 17.2 8.8 

8JJ14日-8周20日 27.5 29.2 26.1 12周 2f1-12)J-9，日 10.1 13.5 8.7 

8 ..13 21日~周 26日 25.3 211.5 24.0 12..1310日ー12)J16日 10.6 14.3 8.9 

8..1327日-9..132日 26.6 29.2 25.4 12JJ 17日ー12局23日 7.5 12.8 5.3 

+対米自注目盛笹~~也事司!l州司~~争~~骨2・E戸>J i針通~Q~患者k宍E正株，.lJ Q.理If l)鋸iruν(1 1) 1・長岡



例措~，陸自健吾Q割強~!.!州司EQ*ボ骨n....，州司~Q催者投4司法皇þ.>J Q量緩以録伽νぐJ1) 1・式-K

9 JJ 3目-9JJ 9日 26.7 29.2 25.7 
12mu7昭日目如ーー411年2n 后31日

8.6 12.8 6.3 

9周10日-9JJ17日 26.5 28.8 24.7 1 }j 7B-1 JJ 13日 7.1 14.0 5.0 

9 Jj18日-9Jj24日 24.4 27.5 23.5 1 Jj14Jl1-1周20日 9.3 12.2 5.8 

10JJ 3日.......10Jf12日 19.5 21.8 1M 1 }j21日-1Jj27日 6.9 10.7 3.8 

10}) 13日一10JJ!lO日 lU 22.4 14.0 1 }j28日-2}j3日 6.9 11.0 3.0 

10Jj 28日-11JJ3日 17.3 20.6 15.0 2 }j 4日-:3JjlO日 7.8 11.9 4.7 

11.0 4日ー11})11日 16.1 19.5 14.4 

Ef~ 111 掛・~~石田吋.c.密~el母11~再E婦盆糠Jい時fi+elfiij' Q聞記輸措.~lと6い臨検~4::ぉ梶制令品。 i世fB!~拡~

吋品 11回記偲ゐ単毘..)~醐革命、1'( -.... ""命令ー斗 ir!..!.額約ドψG軍提寺4・.Q~てO~魚e~~~.< い費百株智正~:多ヤ阜輯低

11111也!!..!.ド捌歪梨軍命感ベ。I!，+m~~~い臨検寵皐ゐ!とベ。

~I眠.Q誕~~主将口県立毛，oZミ~..)O

制餐 Q ~堤医院

岳'量権基. Q 用組

訟糠冨E奇Q輔副み似骨建G制株-RI!器悼己重要~tH晶訟.~総111~同-lIRi~縦 !..!.1協令:ら寂J。

第三表 貯蔵期間の溢度が褒芽カ保寄に及a'す影響
密封貯蕪



吉備穂の褒芽歩合

ιな旦竺1，7am和235年日 8B I副L119R 9 Jl 10Jl 10見 11周 11周 12Jl I 1け聞明相11悶 昭昭4年 1 Jl 2周9日 8日 2d日 9日 24日 9日 24日 10日 1周9日 24B 9日

一 トーーー一一

第1悶 第5同 第6悶 .7周 第8悶 第9悶 第10悶 第12:喝 第13悶第14悶

916 0 % 
関ラ.06 98% .0 99.，5 6 % % % '‘ 

% 
975 96 

ラ4 ，.; 
'‘ 
ヲ6

室温 98.0 99.5 97.0 97.0 98.0 97.5 97.5 96.5 90.0 91.5 

， 12 98.5 99，0 99.0 93.5 95.0 93.5 96.0 94.0 95.5 96.0 93.0 93.~ 67.~ 75.5 

邑 14 91.6 81.6 8o.6 84.6 86.0 6~.0 67.6 4S.5 主1.5 4~.0 4i.0 35.5 ll.0 27.5 

' 16 66.5 51.0 33.5 15.() 4.0 1.5 0.5 。。一 一 一 一 一
30 度 10 96.5 1ω'.0 98.5 94.5 99.0 97.5 97.0 96.0 97.0 99.0 96.0 92.5 94.5 93.0 

， 12 98.5 95.0 96.0 96.0 94.5 92.5 93.5 88.0 78.0 63.5 52.5 18.5 16.5 7.0 

， 14 86.0 80.0 86.0 79.5 80.5 58.5 関.0 44.5 28.5 19.5 5.0 2.5 。。
， 16 57.0 ω'.1) 23.5 7，5 3.5 1.5 。。一 一 一 一 一 一
35 度 10 99.0 99.0 98.5 99.0 98.5 98.0 98.月 97.0 96.0 81.5 82.0 89.5 75.5 68.0 

" l2 98.5 9i.5 89.5 51.0 11.5 1.5 2.0 。。一 一 一 一

' 14 84.5 79.5 61.0 17.5 Q.5 。。 一 一 一 一 一 一
• 16 41.5 13.0 。。一 一 一 一 一 一 一 一

一一 a一一一

例当H匝緩笹~理軍部舗U怜{骨~~~~骨n*""例司~~俗世l<\-R1!lt担þ"，，~.理f!.! 録lJIN(1n I ~4J 



州諸~~樋岳Q甥量百舗!.l1争l*~*余骨E掴..v t争l~時@司監事長干司法J/j:!AJ~..!.!認め\-1(1]) 1・民〈

40 度 10 97.0 95.5 98.5 98.0 96.5 

" 12 88.0 27.0 3.0 。。
， 14 57.0 1.0 。。
• 16 6.0 。。

備 考 1. 貯蔵前7周8日に置沫せしi曹の量産主F歩合は99.0%

2.7Jl9日に貯蔵を始む。

89.0 72.0 68.0 日.0 42.5 

第四表 貯蔵期間の温度が蜜芽力保容に及lます影響

通気良きもの

吉備穂の漫芽歩合

ぷ孟どと昭7Jl和235年日 8Jl 8Jl 9Jl 9Jl 10Jl 10局 llJl llJl 12周9日 24日 8日 25日 9日 24日 9日 24日 10日

第1悶 第2岡 第3問 第4岡 第5岡 第6凋 第7悶 第8岡 第9悶 第10周

% 10 99% .5 1∞.90 4 % 99.ヲ06 % 94ヲ.56 989.5 6 99?.0 4 ヲ‘ % 
室温 98.5 98.0 96.5 1ωo 

" 12 97.6 97.0 93.0 95.5 80.5 73.5 84.1i 65.0 38.5 44.5 

• 14 的.0 88.0 74.0 22.0 7ρ 3.5 o . Q 一

" ]6 45.0 42.0 22.0 3.0 。。一 一 一

10.0 2β| 

2142m 日 鴎1Jl和94年日

調書II岡 第12岡

% % 
98.0 98.0 

65.0 64.0 

一 一
一

1.5 。

1 Jl 2周
24臼 9日

第13岡IU4問

ラ4 % 
96.0 19.5 

66.5 52.0 

一 一
一 一



30 度 10 96.5 99.0 99.5 99.0 98.0 . ， 12 97・5 98.5 !l6.5 93.5 64.5 

， 14 86.5 74.5 79.0 23.5 5.5 

' 16 62.5 33.5 13.5 2.5 。
35 度 10 1∞.0 1∞.0 96.5 97.5 98.0 
， 12 96.5 98.5 90.0 63.0 24.0 

' 14 82.0 72.5 70.0 34.5 8.5 

， 16 42.5 14.5 3.0 。
40 度 10 98.6 1∞.0 98.5 97.0 98.5 

• 12 97.5 舶'.0 52.0 23.5 9.5 

， 14 76.5 42.0 29.0 8.0 3.5 

' 16 7.5 2.0 0.5 。。

備 考 1. 貯蔵前7J.I 8日置}蒸せL時の褒芽歩合は99.0%

2. 7局9日に貯量産を鎗む。

1∞.0 1∞.0 97.5 
的'.0 6~5 32.5 9.0 6.0 

5.0 。。一 一。 一 一

98.0 96.0 93.0 90.5 的.5

11.0 11.5 6.5 。。
2.5 。。 一

一

95.0 99.0 98.5 間 I60.5 
4.5 4.5 1.0 。。
。。一 一
一 一 一 一

第五表 貯蔵期間の祖度が費芽カ保事tこ及Il"す影響

密封貯戴

79.5 

3.0 

一
一

67.5 

一
一

49.5 

一
一

4材業8i.ir~規制調!.!i争!骨~~*余相創判例咲~.，険特rl担þ"，，~.耳障Ll錫.，\1 (1J) I ~~ 

79.0 的.5

1.0 2.0 。
一
一 一 一

77.0 45.0 42.5 

一
一 一 一
一 一

68.0 32.5 5.5 

一
一 一 一
一 一 一



検{*tKlI・-a-~!頭脳輔!.l~唱~~*~_..v~~民e・M偽有耳証lIÞ""'~・.ú絹伽ν(1)) 1l1Qe:J 

雄町の膏芽歩合

点訳竺¥Tf鴎和団年~問JB問8 8 JJ 9周 9J.l 10JJ 10s 11周 11周 12s 12周 1昭n和94年日 1 JJ 2 s 7J.l25日 24日 8日 25日 9日 24日 9日 24日 10日 24日 24日 9日

第 1問 第3同 第4同 第5岡 第6悶 第7悶 第8悶 第9岡 第10悶第11悶 第12悶 第13同第14問

% % 号百 % % % % ヲー
81% .0 
% ラ，!

759.0 6 
ヲ看

室温 10 98.5 96.5 96.5 95.0 I 99.0 95.5 95.5 97.5 83.5 89.0 73.5 76.5 

， 
" 92.5 95.0 93.0 85.5 i 84.0 82.5 88.6 74.0 75.0 75.0 71.5 舶.0 43.5 51.5 

• " 8J.fi 78.5 67.0 67.0 58.0 38.0 3&..0 35.5 15.0 13.5 14.0 10.5 10.0 4.5 

• 4・ 53.5 41.0 20.5 !l.0 6.0 2.0 0.5 。一 一 一 一 一
30 度 12 96.0 96.5 96.0 95.5 96.5 95.0 93.5 93.0 90.0 86.5 81.5 84.0 74.5 74.0 

• 
ー

95.0 !)4.5 &9.5 91.0 83.0 81.5 78.5 63.0 的'.0 47.0 41，0 14.5 5.0 。
" • 78.0 73.5 7f同 56.0 関.0 37.0 37.0 2~.5 。。一 一 一 一
" ー

3a.O 24.5 26.0 11.5 2.5 。。一 一 一 一 一 一

35 度 14 97.5 96.0 98.0 93.0 00.5 叩'.0 88.5 89.0 52.0 53.0 45.0 42.5 36.5 30.0 

" ' 88.5 88.0 82.0 29.0 6.0 4.0 0.5 。。一 一 一 一 一
" • 70.5 56.0 30.0 1.0 1.0 。。一 一 一 一 一 一 一
" ー

28.5 10.ち 3.5 。。 一 一 一 一 一 一 一 一



査0 度 16 97.0 96.5 95.0 87.0 61.5 

ー " 85.5 7.0 。。
' 曹 15.0 。。
ー

輯 6.5 3.0 。。

備考 1. 貯厳前7s 8日に置床せし時の袋芽s;合96.0%

2. 7 J] 9日に貯蔵を始む。

32.0 22.0 7.0 。。

第六表 貯蔵期間の温度が費芽b保存lこ及iます髭響

通気良き色の

雄町の褒芽歩合

ぷ瓦i竺f鴎明剥2S8年 8J11同筋S咽肉H同 9s  926月日 19OR 日 21Q4n 日 lls 11局 12月日 9日 8日 9日 24日 10日

一一
自白4岡 第5岡第8日 第7悶 第8問 第9悶 第10問

" % 
98% .5 97% .0 

ラ4 % 
95.% 0 
% 
94.ラ54 839.0 4 

% 
室温 10 94.5 97.5 94.5 98.5 87.0 

骨

' 93.5 93.5 88.5 66.5 47.5 40.5 54.0 22.5 20.0 20.5 

' • 87.0 72.0 "3.0 4.0 1.0 。。一 一

' h 48.0 26.0 8.0 1.5 1.0 Q 一 一

12局 昭lJj和4年
24日 9日

一
第11問 第12悶

% 
87.男06 74.5 

12.5 19.0 

一 一
一 一

州彩色:悔-H-S羽生自調!.l倒司氏~*~処創刊桝.~..宍~~Q.唱l!!舗~P(I1) 110 I 

第21金1E3臼剛I ~ ~ j 9日

第14悶

% 
42.90 4 79.0 

140 15.6 

一 一
一 一
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30 度 12 98.0 98.0 97.5 94.5 98.0 

• " 94.5 92.0 86.5 69.5 40.5 ， 
" 77.5 65.0 33.5 8.0 J.O 

ー
首 44.5 17.5 11.0 8.0 LO 

35 度 14 93.5 95.0 96.5 98.0 93.5 

• " 95.0 860 71.5 42.5 9.5 

" " 71.5 68.5 38.0 11.5 2.5 

" " 38.0 8.5 1.5 。。
40 度 16 96.5 94.0 95.0 96.0 88.0 

" 
曽 '12.5 51.0 42.0 10.5 2.5 

" ' 45.0 12.0 2.5 。。
" " 4.0 。。一 一

圃圃』ー

備考 1. 貯蔵前7}j8 日に置床せしI専のft~多合 96.0%

2. 7周9日に貯蔵を姶む。

95.0 94.0 90.0 89.0 70.0 56.0 

38.5 43.5 5.0 。。一。。一 一 一 一
0.5 。。 一 一

88.5 87.5 84.0 55.5 43.5 350 

2.5 。。一 一 一
0.5 。。一 一 一
一 一 一

88.5 84.5 76.5 22.5 18.5 13.5 

2.0 1.0 。。一 一
一 一 一 一 一
一 一 一 一 一

45.5 25.5 

一 一
一
一 一

一
一 一
一

13.0 14.5 

一 一
一 一
一 一
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m-~制調G嘩-111(膿 1 圃)

11.0 

一

一

19.0 

一
一
一

1.5 

一
一
一
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貯蔵玄米吉備穆のa芽tI1合圃第

水分含量 10%密封
12% H 

" 14%" 
" 16%" 
" 10%遁黛よきもの
" 12% " 
" 14" " 
" 16" " 

一・・._._ 
・・..
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室温貯蔵.密封ttに湿気.鍾身の水分含量
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玄米省傭・の.芽歩合岨第

貯蔵温度3例入密封aに逼策、種身の水分含量

ーー 水分含量 10%密封
_ __ " 12%" 
_._ " 14%" 
" 16%" 

一一 " 10%遁鎮よきもの___ 11 12% 11 

-一" 14% " 
•••• " 16% " 
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一
四
%
に
て
密
封
せ
る
時
は
賓
芽
カ
漸
衣
に
嚢
ふ
。
遁
気
せ
る
も
の
は
特
に
不
良
な
り
。

一
六
%
な
ら
ば
密
封
、
逼
集
共
に
念
激
に
費
芽
力
炉
失
ム
。
遁
気
せ
る
も
の
特
に
不
良
な
り
。
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水
分
合
設
が
一
O
M
な
ら
ば
三
、
四
筒
月
聞
は
置
芽
力
保
容
は
良
好
な
ち
。
其
債
は
念
に
衰
ふ
。
而
し
て
密
封
せ
る
も
の
は
渇
第
せ
し
色

の
じ
比
し
て
英
成
績
は
悪
し
。

一
二
%
、

一
六
%
に
て
は
何
れ
も
費
芽
力
保
容
は
不
良
な
り
。
特
に
密
封
せ
る
色
の
は
温
気
せ
e
Q
も
の
よ
り
も
費
芽
カ
保
存
は

一
四
%
、

不
良
な
'h
。

前
述
の
結
果
よ
り
考
ふ
れ
ば
室
混
に
で
守
来
ぞ
貯
離
す
る
時
は
米
金
一
一
-
M
日
乾
燥
し
て
密
封
す
れ
ば
費
芽
カ
ぞ
よ
〈
保
持
す
。
叉
一
-
一
O

度
の
澗
高
温
度
に
貯
蔵
せ
ん
に
は
一
O
M
の
水
分
さ
し
て
密
封
せ
ば
よ
〈
費
芽
カ
を
保
持
す
る
を
知
る
。
三
五
度
の
高
温
に
て
永
〈
貯
離
す

る
時
は
一
O
M
叉
は
一
O
%
以
下
の
水
分
に
て
密
封
さ
な
す
べ

t
因
。
度
の
樹
高
温
に
て
は
一
(
い
d
m
以
下
の
水
分
ぜ
な
し
て
湿
気
を
良

t
す

ベ
し
。
三
五
度
・
四
O
度
の
温
度
に
て
水
分
合
意
が
一
二

μぜ
な
る
時
は
膏
芽
力
保
存
は
極
め
て
不
良
な
り
。

乙

玄

米
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水
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含

量

玄
米
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密
封
航
態
に
で
火
遁
無
良
き
紋
服
に
で
貯
蔵
せ
し
時
に
其
玄
米
の
水
分
合
量
砂
多
寡
が
費
芽
カ
保
容
に
如
何
な
る
影
響
あ
る
か
を

研
究
せ
ん
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鴛
め
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仁
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三
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ぷι竺竺昭7周和2534日手 8 JJ 8 JJ 9)] 9 JJ 11周 11周 12周 12，ij 昭和4. 1，ij 2周
9日 24日 8日 25日 9日 24日 9日 24日 10日 24日 1，ij9日 24日 9日

一
第 1悶 第2悶 第3悶 第4問 第S悶 第6闇第7間 第8悶 第9悶 第10悶~U1悶 第12悶 第13悶第14岡

% 10 
% 

'‘ 
ラ4 ~ ヲ4

'‘ 97.90 6 ，ー '‘ 
，臨 ラ4 % ヲ6 % 

温室 98.0 99.0 98.0 99.5 99.5 97.0 98.0 97.5 97.5 97.5 96.5 90.0 91.5 

" 30 度 96.5 1∞.0 98.5 94.5 99.0 97.5 97.0 96.0 97.0 990 96.0 92.5 94.5 93.0 

" 35 99.0 99.0 98.5 99.0 98.5 98.0 98.5 97.0 96.0 81.5 82.0 89.5 75.5 68.0 

， 40 97.0 95.5 98.5 98.0 96.5 89.0 72.0 ‘68.0 50.0 42.5 10.0 2.0 1.5 
。

12 室温 9M  99.0 99.() 93.5 95.0 93.5 96.0 94.0 95.5 96.0 93.0 93.5 67.0 75.5 

' 30 98.5 95.0 96.0 96.0 94.5 92.5 93.5 88.0 78.C 63.5 52.5 18.5 16.5 7.0 

H 35 98.5 94.6 89.5 51.0 11.5 1.5 2.0 。一 一 一 一 一 一
H 40 88.0 27.0 3.0 。一 一 一 一 一 一 一 一

14 室温 91.5 81.5 85.5 84.5 86.0 6M  67.5 46.5 41.5 42.0 46.0 35.5 31.0 27.5 

' 30 86.0 80.0 86.0 79.5 80.5 58.5 国 .C 44.5 28.5 19.5 5.0 2.5 
。

" 35 845 79.5 61.0 175 0.5 。一 一 一 一 一 一 一

ー
40 57.0 1.0 。一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

16 室温 66.5 51.0 33.5 15.0 4.0 1.5 0.5 。一 一 一 一 一

ー
30 57.0 30.5 お.5 7.5 3.5 1.5 。一 一 一 一 一 一



備考 1. 貯蔵前7J] 8日に竃床せしi等の愛芽歩合1'199.0%

2. 't J] 9日に貯蔵を姶む。

第八表 玄米の水分含量が褒芽カ保事iこ及1;1:'す彦響

通気良きもの

吉備穂の褒芽歩合

ぷ五ぞ土!昭7局和235年日 8 J] 925周日
静9138日岡|1l 側Z141刃a 第1111200mH剛I第2124113日3 同9日 24日 9日 24日

第1悶 第2周 第3悶 第5悶

% % % % % % 94ラ56 
ラ6 % ヲ時 % % 

10 室温 99.5 1∞'.0 98.5 99.0 98.0 98.5 99.0 96.5 1∞.0 98.0 

" 卸度 96.5 99..0 99.5 99.0 98.0 1∞.0 1∞'.0 97.5 82.5 92.5 79.5 
， 35 1∞1.0 1∞.0 96.5 97.5 98.0 98.0 96.0 93.0 的.6 90.5 67.6 

' 40 98.5 1∞.0 98.5 97.0 98.5 95.0 99.0 98.5 72.0 60.5 49.5 

12 室温 吋刈刈吋 8ベ吋 8ωI 6ベ3ベ吋吋

昭lJl和Uf:
lJlI同開214H日悶9日 24日

第12悶 第13悶

98.01 96.0 
%1 
19.51 

79.01 605 41.51 

77.0 46.0 

58.0 32.5 

札01吋回
料地時ii~騒a- G理事組舗!2~~G*~~・....，やi着陸@傷事k~厳格式IG量級以緩め..， (1 1) 1I0・民
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町 30 度 97.5 98.5 96.5 93.5 6i.5 同.0 62.5 32.5 ' 9.0 6.0 

' 35 96.5 98.5 90.0 63.0 24.0 11.0 11.5 ttfi 。一
曹 40 97.5 90.0 52.0 23.5 9.5 4.5 4.5 1.0， 。一
14 室温 90.0 88.0 74.0 22.0 7.0 3.5 。一 一
11 30 度 86.5 74.5 79.0 ‘23.5 5.5 5.0 。一 一 一
曽 35 82.0 72.5 70.0 8.5 2.5 。一 一 一
h 40 76.5 42.0 29.0 8.8・0

~ 
3.5 。一 一 一 一

16 室温 45.0 42.0 22.0 3.0 。一 一 一 一 一• t 

" 30 度 62.5 33.5 ]3.5 2.5 。一 一.. 一

2週1 . 11 曹 35 42.5 14.5 3.0 。 一

" 40 7.5 2.0 0.5 。一 一 一

備考 1. 貯蔵前7"ij8日に置床せし時の獲*歩合は99.0%

2. 7 n 9日に貯蔵を始む。

第九表 玄米の水分合量が褒芽カ保容に及ぽす彰響

密封貯蔵

雄町の蜜芽歩合

3.0 

一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

LO 2.0 。
一 一 一
一 一
' 

一 一
一 一 一
一 -ー 一
一 一 一

一 一 一
一 -'- 一
一 一
一 一 一



忌蒜1竺土昭7Jl和2354日手 8 Jl 8局 酬9S周日 |!| 醐925m 日I 9l'Oa 日 2ω4n日 ||113312n 12局 12月 昭和4年 1 s 12 s 9日 24日 9日 24日 10日 24日 1月9日 24日 9日

l第6岡 第7阿|第与問|第9問第 1悶 第2問 第3岡 ~H伺第11同 第12問 第13問|第14問

% 10 
% % % % ラ4 ラ4 ラ4 % % % ，ラ4 % % ラ4

室温 98.5 96.6 96.5 95.0 99.0 95.5 95.5 97.5 83.5 81.0 89.0 73.5 75.0 76.5 

" 30 度 96.0 96.6 96.0 95.5 96.5 95.0 93.5 93.0 同.0 86目5 81.5 84.0 74.5 74.0 

' 35 97.5 96.0 98.0 93・0 96.5 卯.0 88.5 89.0 52.0 53.0 45.0 42.5 36.5 38.0 

" 40 97.0 96.5 95.0 87.0 61.5 32.0 22.0 7.0 
。一 一 ー 一 一

12 室温 92.5 95.0 93.0 85.5 84.0 82.5 R8.5 74.0 75.0 75.0 71.5 ω.0 .43.5 51.5 

， 30 95.0 94.5 89.5 91.0 83.0 8i.5 78.5 63.0 同.0 47.0 41β 14.5 5.0 
。

， 35 88.5 88.0 82.0 29.0 6.0 4.0 0.5 
。。 一 一 一 一

" 40 85.5 7.0 。。一 一 一 一 一 一 一 一 一 一. 
14 室温 81.5 78.5 67.0 67.0 58.0 38.0 35.0 13.5 14.0 10.5 10.0 4.5 

" 30 78.0 73.5 15.0 56.0 50.0 37.0 37.0 21.5 
。。一 一 一 一

曹 35 70.5 56.0 30.0 1.0 1.0 。。一 一 一 一 一 一 一、

" 40 15.0 。。 一 一 一 一 一 一 一 一 一

16 室温 53.5 41.0 20.5 9.0 6.0 2.0 0.5 。。一 一 一 一

" 30 39.0 24.5 26.0 11.5 2.5 。。一 一 一 一 一 一
+争i米iQ~盛岳@再軍量百舗!1i争1司~Q幸~~究~ll;Jf抗毒~QCfiI~-R1!延担金川 Q."'!1錫倣，ν(1 1) 111 1 
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備考 1. 貯蔵前7.s8日に置床せし時の漫芽歩合は96.0%

2. 7.s 9日に貯蔵を鎗む。

第一0表 玄米の水分含量/Jl費芽カ保容に及ぽす影響

遁気良きもの

雄町の渡芽歩合

言五区竺竺と昭7.s和235年日 8周 910n 日 2104n 日 11.s 
開1214m日 11l鰐1320咽B 日9日 24日 8日 25日 9日

側 ;第4岡|第5同買事1向 第2同 第6同 .7同 .8同

ヲ4 % % 
979.0497.95 4 94.，5 6 95ラ.04 ラ品 % ラー % 

10 室温 94.5 98.5 98.5 94.5 83.0 87.0 

" 30 度 98.0 98.0 97.5 91.5 98.0 95.0 94.0 的.0 89.0 70.0 

• 35 93.5 95.0 96.5 98.0 93.5 88.5 87.5 8.!'0 日.~ 43.5 

• 40 96.5 94.0 95.0 96.0 88.0 811.5 8t5 76.5 22.5 18.5 
r 

12 室温 93.5 93.5 88.5 66.5 47.5 40.5 54.0 22.5 20.0 

" 30 94.5 92.0 36.5 69.5 40.5 38.5 43.5 5.0 。

1引庁Film2周24日目 24日 9日

第11同l第12問 |i第13問第14同
% % 予品

4.2.'ラ04 74.5 87.0 79.0 

56.0 45.5 2a.5 lLO 

35.0 29.0 19.5 19.0 

13.5 13.0 14.5 1.5 



曹 35 95.0 86.0 71.5 42.5 9.6 

" 40 72.~ 51.0 42.0 10.5 2.5 

14 室温 87.0 72.0 43.0 4.0 l.0 

， 30 77.5 65.0 33.5 8.0 l.0 

" 35 7l.5 68.5 38.0 11.6 2.5 

" 40 45.0 12.0 2.5 。一
16 室温 48.0 26.0 8.0 1.5 1.0 

" 30 44.5 17.5 11.0 8.0 1.0 

" 35 38.0 8.5 l.5 。
" 40 4.0 。一 一

備 考 1. 貯蔵前7Jl 8 日に置床せしI時のfl~歩合 96.0%

2. 7局9日に貯蔵を始む。

2.5 。一 一
2.0 1.5 。一
。一 一。一 一 一
0.5 。 一
一 一 一 一

。 一 一
0.5 。一
ー 一
一 一 一

S夜中制民削眠 10隅.，吋;'!;!制場建Q，*~究4n蝋:ゐ両国株~雄総!..!民主主い尚跡~~Q~ま..)0

岳'省建G令4余命制~ 1 (コミQ~軍4aC当盛岡田)

一 一 一 一 一
一 一 一 一

一 一 一
一 一
一 一 一

一 一 一 一 一

一 一 一 一 一
一 一 一
F 一
一 一 一 一
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目
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乙
、
米
の
水
分
合
量
が
一
ニ
ガ
の
揚
合
(
第
六
回
〉

温
度
四
O
度
に
て
は
逼
気
せ
し
も
の
は
努
芽
カ
保
容
は
精
良
好
な
れ
乞
密
封
せ
し
も
の
に
於
て
は
不
良
な
り
。

室
温
に
で
嘗
封
せ
し
も
の
は
費
芽
カ
保
容
は
良
好
な
り
。
さ
れ
乞
遁
気
す
れ
ば
持
不
良
な
り
。

温
庵
聾
一
ニ

O
度
に
て
は
密
封
せ
し
も
の
は
膏
芽
カ
保
容
は
精
良
好
な
り
。
遁
気
す
れ
ば
祷
不
良
怨
り
。
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温
度
三
五
度
及
四

O
度
に
て
は
密
封
、
週
第
共
に
蜜
芽
カ
保
存
は
不
良
な
り
。
密
封
す
れ
ば
特
に
不
良
な
り
。

丙
.
米
の
水
分
合
量
が
一
回
ダ
の
場
合
(
第
七
匝
)

玄
米
貯
蔵
中
の
温
度
盆
に
支
ゑ
の
水
分
禽
鑑
と
玄
米
の
寝
努
力
保
育
ザ
と
の
関
係
に

a-cd』ハ-一
d

一
二
五

水
分
合
量
が
一
四
%
の
場
合
は
賓
芽
カ
保
評
は
慨
し
て
精
不
良
な
b
o
き
れ
J
C
其
中
に
て
は
室
温
密
封
は
他
に
比
し
て
保
生
良
好
な
b
。

も
し
蜜
種
以
下
に
保
ち
て
密
封
す
れ
ば
其
費
芽
カ
保
容
は
良
好
な
る
べ
し
。
遁
集
せ
し
S
の
は
保
生
は
高
不
良
な
り
。
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概
度
三

O
度
に
て
は
構
封
す
れ
ば
置
芽
カ
保
容
は
向
精
可
な
れ

r
s損
気
す
れ
ば
著
し
〈
不
良
な
り
。
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温
度
三
五
度
四
O
度
に
て
は
賓
穿
カ
保
容
は
不
良
な
b
o
こ

εに
密
封
せ
し
も
の
は
其
保
生
成
蹟
は
不
良
な
り
。

ー殿

国

型車

T
.
米
の
水
分
合
量
が
一
六
%
の
場
合
(
第
八
回
)

室
温
に
て
も
高
温
に
で
も
何
れ
色
賓
芽
カ
保
，
は
ず
平
島
理
り
。
耐
し
て
室
祖
及
三

O
度
に
て
は
密
封
の
場
合
が
遁
気
よ
り
も
良
好
に
し
て



】
一
五
度
四

O
度
じ
て
は
其
反
艶
な
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以
上
を
要
す
る
に
玄
米
を
乾
燥
し

τ水
分
を
一

o
d
m
さ
な
さ
ぱ
寧
温
叉
は
一
一
一

O
度
に

τ構
封
す
れ
ば
費
芽
カ
保
容
は
完
全
な
り
。
一
三
九
度
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に
て
は
少
し
く
不
燥
な
れ
ぜ
耐
輔
可
な
り
。
叉
一
一
一
d
n
ω
水
分
合
量
の
米
に
て
は
之
を
室
温
に

τ岨
開
封
し
て
貯
ふ
る
を
得
れ
ば
費
芽
カ
保
育
骨

ご
L
市

玄
米
貯
厳
ゅ
の
温
度
箪
に
笠
米
の
水
分
合
貨
と
玄
米
の
・
E

芽
力
保
容
と
の
関
係
に
低
舎
て
つ
一
ν



は
良
好

?茎
。蕗

面撃
がの
の温
水笠
分讐
合主
量妄
己の
な水
ら分

話室
霊 2ヒ
jb茎
審員
1: • 
潤力
不保
良亨
なと
れ 2

2F 
i"就

霊2
保 C
ち
て

雲
さ

な
8 
.t 
良
好
な
る

し

-二
λ

d

郊
の
水
分
含
量
に
て
は
震
芽
カ
保
存
は
闘
能
な
b
o

賓
験
結
果
に
就
き
て
の
考
察

著
者
(
近
藤
)
(
3
・4
・5
〉
は
嘗
て
玄
米
を
生
石
灰
さ
共
に
密
封
し
て
貯
蔵
す
れ
ば
乾
燥
の
鴛
め
に
ム
ハ
筒
年
は
其
費
芽
カ
セ
保
容
し
備
之
を
岡

時
に
土
中
の
低
温
度
の
所
に
貯
ふ
れ
ば
八
筒
年
a'aR芽
Shz保
書
し
得
ペ

t
叉
盆
石
灰
の
外
に
蝿
化
カ
ル
シ
ユ

l
ム
の
如
き
乾
棋
剤
佐
用
ム

る
も
賓
芽
カ
保
容
の
目
的
を
遣
す
べ
き
を
認
め
た
b
。

叉
著
者
等
〈
6
〉
は
玄
米
を
よ
〈
日
乾
し
て
其
水
分
合
量
を
一
一
、
五
%
さ
な
し
て
維
に
密
封
し
て
倉
庫
内
に
貯
蒸
し
た
る
に
四
箇
年
後
に

於
て
色
備
九
八
乃
至
九
九
d
n
の
賓
芽
を
示
し
て
新
米
さ
何
等
異
る
こ
さ
無
き
を
明
ら
か
に
せ
b
。
き
れ
ば
岡
山
賑
下
の
気
候
に
て
は
玄
米
を

よ

t
乾
燥
し
て
需
封
貯
戴
す
る
こ
ぎ
を
得
れ
ば
倉
庫
内
の
温
度
に
て
色
安
全
に
厳
年
間
置
芽
カ
佐
保
持
し
な
が
ら
貯
識
し
得
る
こ
さ
明
ら
か

な
b
o

磯
永
吉
氏
〈
1
〉
が
裏
掛
問
、
中
央
研
究
所
農
業
部
に
て
行
ひ
し
靭
稽
貯
婦
の
試
験
に
つ
き
で
遁
ぷ
る
所
ぞ
見
る
に
五
、
六

l
一
四
%
の
種
々
の

合
水
量
の
腕
米
を
糟
封
し
て
十
八
健
闘
月
間
貯
蔵
し
た
る
に
水
分
一
一
%
以
下
の
色
の
は
醤
芽
歩
合
及
費
芽
掛
共
に
完
全
に
し
て
歌
壇
賞
時
ぜ

大
豊
な
か
h
し
が
一
一
%
乞
超
へ
た
る
も
の
は
殆
ん
J

己
資
芽
カ
を
失
ひ
し
さ
叉
水
分
六
、
品
川
dmの
も
の
は
三
十
二
筒
月
後
に
も
九
八
、
五
%
の

費
芽
歩
合
及
賓
芽
勢
ιτ
示
し
た
り
ぜ
O

き
れ
ば
壷
北
の
気
候
に
で
も
籾
米
の
水
分
合
量
ぞ
一
一
，
%
以
下
さ
な
さ
ば
一
時
四
年
傘
以
上
水
分
合
量

が
六
、
九
d
n
J
ど
な
さ
ば
二
箇
年
学
以
上
安
全
に
資
芽
カ
を
保
育
骨
す
る
を
知
る
な
b
。
叉
鈴
田
氏
(
8
)が
壷
湾
中
央
研
究
所
に
て
賓
臨
し
た
る



所
に
よ
れ
ば
穂
米
を
蝿
化
石
灰
ざ
共
に
貯
蔵
し
た
る
に
四
箇
月
目
に
其
水
分
合
貨
は
六
1
七
%
、
十
七
筒
月
自
に
一
ユ
1
t
困
d

刊
に
幽
閉
じ
亡
る
が

満
二
傭
年
目
の
B
R
芽
歩
合
は
壷
蝿
種
に
て
九
九
.
四
dm内
地
種
に
て
九
三
、
岡
d"を
下
ら
r
e
hし
さ
。
乙
れ
H
A
高
温
の
気
候
に
で
も
よ
〈
乾
燥

し
て
絡
封
せ
し
色
の
は
褒
芽
カ
営
永

t
保
持
し
得
る
を
示
す
な
り
。

田
揮
民
(
日
)
は
北
海
選
大
血
事
に
於
て
お
ざ
反
動
の
貨
験
台
な
せ
り
。
水
分
合
量
約
一
六

l
一
九
dnの
多
掃
の
玄
米
金
ぱ
揺
民
三

O
度
の
高

温
度
じ
貯
蔵
せ
し
に
蜜
芽
カ
保
存
は
不
良
な
b
o
特
に
略
封
せ
る
も
の
が
脅
芽
カ
保
移
の
不
良
日
る
を
見
た
り
。

要
す
る
に
玄
米
の
費
穿
カ
金
永
〈
維
持
せ
ん
さ
せ
ば
強
め
之
セ
よ

t
乾
憎
し
て
防
楓
の
上
冷
淑
の
所
に
貯
難
す
る
に
め
る
は
明
ら
か
な

り
。
多
量
の
米
穀
ぞ
そ
の
水
分
そ
し
て
一

O
M以
下
に
乾
燥
す
る
こ
ぜ
は
賞
際
主
に
於
て
精
困
難
な
り
o
叉
多
掃
の
米
穀
は
一
八
必
の
水
分

-
伊
告
む
も
の
め
れ
ぎ
も
貯
蔵
の
問
題
に
で
論
揺
す
べ
き
は
一
六
が
箔
の
水
分
合
量
の
米
般
に
し
て
之
よ
り
水
分
の
多
き
は
特
別
の
軟
質
米
の

揖
合
さ
見
る
ぺ
し
。
き
れ
ば
米
穀
貯
議
上
よ
り
研
究
す
べ
き
水
分
合
量
は
一

O
l
一
六
dw-e主
要
な
る
簡
園
ぜ
な
す
。
叉
温
度
よ
り
見
る
も

特
別
の
冷
却
接
置
を
設
け
や
し
セ
作
り
た
る
勝
目
遁
倉
庫
の
温
度
を
標
準
E
し
て
之
に
貯
ふ
る
場
合

ε更
に
高
温
さ
し
て
蟻
氏
四

O
度
じ
貯
ふ

る
場
合
さ
を
米
般
貯
厳
よ
り
軒
究
す
べ
き
高
低
温
度
の
範
囲

ε見
る
も
寅
際
上
に
大
過
な
し
さ
云
ム
ベ
し
o
き
れ
ば
水
分
一

O
M
l
二ハ
dw

さ
温
度
が
室
温
1
竃
四

O
度

εの
範
聞
に
て
爾
者
の
種
々
の
組
み
合
せ
を
な
し
て
水
分
合
鎌
煎
温
度
が
米
の
賓
芽
カ
に
及
ぽ
す
蕗
響
ぞ
研
究

す
べ
き
事
特
に
肝
要
な
り
。
是
等
に
つ
き
で
精
細
な
る
研
究
を
な
し
た
る
も
の
無
き
が
敢
に
葬
者
等
は
前
報
告

ε本
報
告
さ
に
於
て
其
鈷
に

つ
き
て
研
究
せ
り
。
而
し
て
本
質
献
の
結
果
は
前
報
告
の
結
果
さ
同
じ
く
し
t
宣
米
の
費
芽
カ
を
良
好
に
保
持
せ
ん
に
は
一

O
M
l
一-一
-M

の
水
分
合
量
さ
な
し
て
密
封
し
、
輝
氏
一
ニ

O
度
以
ト
に
置
く
可

t
叉
水
分
含
貨
が
一
四
%
以
上
ぜ
な
b
て
温
度
嶺
氏
三

O
度
ぜ
な
ら
ば
費
芽

カ
保
容
は
困
種
な
る
を
偲
め
た
り
。

玄
畠
A
貯
減
中
の
温
度
起
に
玄
米
の
水
分
台

-mと
玄
米
の
畠
慌
芽
力
保
存
と
の
聞
係
に
就
き
て
合
一
V

二
一
九



玄
米
貯
誠
申
の
温
度
起
に
玄
米
の
水
分
倉
置
と
玄
米
の
稜
芽
力
保
存
と
の
・
a
聞
に
脱
き
て
つ
一
〉

ニ
ニ
ハ
)

究
本
質
織
に
於
て
来
般
山
宮
椿
封
し
て
貯
減
し
た
る
色
の
さ
逼
気
の
矯
め
に
少
際
信
設
け
た
る
も
の
さ
に
於
て
温
度
の
艶
よ
り
其
結
果
を
相

比
較
し
た
る
に
+
引
の
結
集
金
得
た
り
。

室
温
に
て
は
常
に
轡
封
が
可
な
b
o
礁
に
一
O
%
、

一
二
%
の
水
分
合
量
に
迄
乾
燥
せ
し

aの
に
於
て
有
効
な
り

εす。

指
一
ニ
O
度
に
て
は
関
前
な
り
砥
に
一
O
%
に
乾
燥
せ
る
も
の
に
於
て
密
封
が
有
効
な
h
'
o

一一一

l
一
六
U
W
に
て
は
幣
封
、
温
気
共
に
其
虜
績
は
不
良
に
し
て
殆

輝
三
五
度
じ
で
は
一
O
M
の
水
分
含
量
に
於
て
密
封
が
有
効
な
b
。

ん
ぎ
同
じ
結
果
な
h
o
戒
は
少
し
4
通
気
が
良
き
が
知
し
。

毎
回
O
度
に
て
は
逼
気
が
常
に
有
効
3
・9
0

叉
水
分
合
最
の
動
よ
り
帯
封

ε逼
第
さ
の
効
果
を
比
較
す
れ
ば
衣
の
加
し
。

米
の
水
分
合
量
が
一
O
M
な
ら
ば
蜜
漉
よ
ち
聾
三
五
度
迄
は
鯵
封
が
可
に
し
て
掻
四
O
度
に
て
は
逼
気
が
可
な
b
gす。

水
分
が
一
ニ
ガ
の
時
は
室
温
よ
・
9
聾
三
O
度
誌
は
密
封
が
可
に
し
て
掻
三
五
度
に
て
は
逼
気
せ
る
色
の
が
少
し
《
可
な
り
。
接
関
O
度
に

て
は
通
気
せ
る
も
の
ぞ
可
さ
す
。

水
分
合
最
が
一
四
%
な
ら
ば
宮
温
品
川
議
三
O
度
迄
は
密
封
が
可
に
し
て
三
五

l
四
O
度
に
て
は
通
気
が
可
な
り
さ
す
。

水
分
合
最
が
一
六
dw
な
る
時
は
宰
一
種
及
揺
一
ニ
O
度
に
て
は
密
封
が
可
に
し
て
掻
三
五
1

四
O
度
ド
て
は
通
気
を
可
g
す。

要
す
る
に
米
の
水
分
合
量
が
少
4
し
て
低
祖
な
る
時
は
密
封
貯
裁
の
も
の
が
通
気
に
比
し
て
費
芽
カ
保
容
が
有
効
な
る
が
水
分
合
量
が
多

量

e
時
戒
は
高
温
れ
ゆ
る
時
は
・
湯
気
ぞ
よ
く
せ
る
も
の
が
絡
封
に
比
し
て
費
芽
カ
農
事
が
稿
可
な
る
を
見
る
な
ふ
V
O

前
に
引
用
せ
し
磁
‘
鈴
田
氏
等
の
貨
験
に
て
も
明
ら
か
な
る
が
如
〈
援
簡
に
て
も
楓
種
を
よ

t
乾
触
し
て
六
、
九
%
、
来
三

l
個
%
芭
な
し



た
る
上
機
封
ず
れ
ば
永

t
膏
芽
カ
佐
保
持
せ
し
ゅ
得
る
ぞ
知
る
の
み
な
ら
令
磯
氏
(
1
〉
の
通
ぶ
る
所
に
よ
れ
ば
太
正
十
三
年
以
後
は
廊
種
を

水
分
会
盤
約
八
%
迄
に
乾
燥
し
て
一
石
人
の
亜
鉛
幅
民
一
密
封
し
て
貯
離
す
る

ιさ
主
し
叉
某
乾
燥
法
は
路
地
乾
煉
岨
慣
を
改
良
し
て
耐
天
三
四

日
間
一
石
一
坪
b
T
の
割
合
に
憤
げ
て
時
々
反
麗
含
行
は
ど
水
分
を
一

odm以
下
に
乾
燥
す
る
こ
さ
台
得
さ
。
内
地
は
盛
濁
の
如

t
日
乾
に
よ

り
て
水
分
he八
第
迄
に
乾
燥
す
る
ζ
さ
容
易
な
ら
ぎ
る
色
一

odm迄
さ
な
す
こ
さ
は
困
離
な
ら
4
y
o

叉
鈴
田
氏
(

9

M

が
甥
来
令
指
民
七

O
鹿

に
て
こ
四
時
間
乾
燥
す
る
も
さ
-
一

O
度
よ
h
七

O
箆
短
編
次
に
五
日
間
乾
燥
す
る
も
共
に
費
芽
安
値
脅
す
る
こ
ご
な

t
b
w
O度
を
越
さ
ぱ
費
芽

を
饗
す
る
智
見
に
b
o
叉
玄
米
も
六

O
度
に
て
こ
四
時
間
熱
す
る
色
費
芽
を
容
す
る
こ
さ

3
t七
G
度
に
て
少
し

t
寄
め
る
を
見
た
b
さ
報

告
せ
督
。
叉
ジ
ヨ
シ
ス
氏
(
2
〉
は
鋪
乾
騨
米
ぞ
華
民
一
五
八
度
に
一
時
間
櫨
き
た
る
に
費
芽
歩
合
に
悪
影
響
燃
か
り
し
さ
云
ム
。
き
れ
ば
嬬

氏
七
O
度
迄
の
温
度
に
で
韻
徐
に
楓
米
金
乾
燥
し
て
褒
芽
を
害
す
る
己
さ
な

t
其
水
分
合
法
を
一

O
M叉
は
一

O
M以
下
ぜ
な
す
こ
さ
-B困

の
寅
雄
及
磯
・
鈴
田
氏
等
の
賓
験
乞
露
合
す
る
い
今
玄
米
の
水
分
合
意
を
一

O
M以
下
ぷ
迄
減
じ
て
構
封
貯
黛

障
な
ら

g
る
べ
し
。
若
者

す
れ
ば
た
さ
ひ
輝
氏
三
五
度
.
四

O
度
の
温
度
に
貯
離
す
る
も
永
〈
費
芽
カ
M
4
保
姦
す
る
己
さ
を
得
ペ
し
。
玄
米
の
高
祖
貯
績
に
属
せ
ん
が

震
め
に
惨
事
米
ぞ
可
及
的
乾
燥
し
て
防
掃
す
べ
き
の
み
な
ら
守
容
器
の
一
都
に
乾
燥
剤
を
加
ふ
る
こ

εを
得
れ
ば
其
効
果
金
更
に
大
な
ら
し

む
べ
し
。

田
揮
氏
の
貨
職
に
て
『
六

l
一
九
%
の
水
分
合
掌
の
玄
米
智
雄
一
ニ

O
度
以
貯
戒
し
た
る
に
密
封
せ
る
色
の
が
開
封
せ
し
患
の
よ
り
S
費
芽

.
カ
保

FF伊
良
な
易
し
ぞ
遁
べ
た
h
。
叉
著
者
等
の
貧
職
に
於
て
も
高
調
貯
維
に
て
は
逼
試
せ
る
も
の
が
帯
封
よ
b

‘a'終婦
な
る
場
合
を

見
た
り
。
其
理
由
は
極
め
て
情
箪
に
し
て
米
が
高
温
に
曾
ム
時
に
之
を
密
封
せ
ば
米
の
水
分
の
蜜
散
を
防
ぐ
る
が
故
に
其
費
芽
カ
を
害
す
ぺ

t
之
日
反
し
て
逼
気
を
よ
4
す
れ
ば
高
温
さ
共
に
水
分
は
容
器
外
に
飛
散
し
掛
る
震
に
栴
封
い
比
し
て
乾
燥
す
る
が
故
な
b
o
婦
問

O
度
の

玄
米
貯
婦
問
申
の
温
度
滋
に
玄
米
の
*
分
倉
鍾
と
玄
涼
め
・
茅
匁
像
画
'
庄
の
関
係
に
就
き
て
ハ
ニ
〉

ー一一一一



玄
米
貯
滅
中
の
温
度
低
に
玄
米
の
水
分
食
鎗
と
玄
米
の
獲
芽
力
保
存
と
の
・
聞
係
に
就
き
て
ハ
ニ
)

一一一一一一

高
祖
円
い
永

t
貯
蔵
す
る
時
は
米
φ
水
分
合
最
が
一

odmに
て
は
品
開
過
多
な
る
故
に
之
に
遁
気
し
て
水
分
の
費
散
に
使
な
ら
し
む
れ
ば
水
分
は

一

odn以
下
さ
な
り
て
錫
め
巴
嘗
穿
方
修
存
に
澗
由
m
好

εな
る
と
S
あ
る
ぺ
し
。
さ
れ
ぜ
之
れ
ほ
完
全
な
る
貯
薫
に
め
ら
令
来
彰
回

O
度
の

.
高
温
に
貯
麗
せ
ん
さ
せ
ば
須
ら

t
水
分
を
一

oum以
下
に
乾
燥
し
て
織
封
す
る
か
戒
は
一

O
%の
意
分
合
婁
ゆ
ら
ぱ
饗
場
内
広
場
事
事
@
毒

加
す
る
乾
燥
製
置
を
な
し
て
高
祖
の
鋳
め
に
米
ま
b
費
散
す
る
水
分
を
吸
放
し
て
器
内
及
米
を
麓
像
に
保
っ
こ
さ
肝
要
な
り
。

最
後
に
漣
ぶ
べ
き
は
前
報
告
に
於
て
は
五
月
一
日
に
貯
薫
賓
轍
ぞ
開
始
し
た
る
に
今
岡
は
七
月
九
日
に
貯
戴
を
開
始
し
て
其
時
期
が
遜
れ

た
b
o
其
結
果
費
芽
会
傑
移
の
戚
績
が
前
聞
に
比
し
て
持
不
良
な
b
o
き
れ
ば
貯
痛
開
始
は
多
零
墨
春
季
の
季
節
に
於
て
行
ふ
れ
乞
可
な
ち
さ

す
る
に
あ
ら
も
ヲ
や
。

摘

要

て
主
米
ゐ
亘
書
封
貯
蔵
及
活
気
街
良

t
し
て
貯
蔵
し
た
る
時
に
貯
雑
種
度
蛇
に
玄
米
の
水
分
合
憲
が
玄
米
の
費
芽
カ
偉
容
に
及
ぽ
す
彫
響
金

明
ら
か
に
せ
ん
さ
し
て
昭
和
二
年
産
米
を
使
用
し
て
昭
和
三
年
七
月
よ
ち
昭
和
四
年
二
月
蕗
賓
験
念
行
へ

b
o

二
、
玄
米
の
水
分
合
盤
が
一

O
U列
な
る
も
の
を
町
駅
封
貯
離
せ
ば
誕
氏
一
-
一

O
度
以
下
に
て
は
完
全
区
曹
穿
力
を
保
寄
す
る
こ
さ
を
得
、
三
五
度

に
て
は
四
儲
月
聞
は
完
全
に
費
芽
カ
ぞ
保
害
し
た
れ
ぎ
其
後
は
漸
次
に
費
芽
カ
を
失
ふ
。
回

O
度
に
て
は
ニ
償
月
年
は
完
全
に
賓
芽
カ

を
保
存
し
に
れ
ぎ
業
後
は
愈
広
不
良
さ
な
れ
h
o

一
-
一
、
玄
米
の
水
分
含
量
が
一

ouwな
る
志
の
金
逼
白
熱
伝
良

t
し
て
貯
ふ
れ
ば
室
温
掻
一
ニ

O
度
雄
三
五
度
に
て
は
密
封
よ
ち
も
劣
れ
b
。
四

O

度
に
て
は
反
っ
て
良
野
な

b
。



四

保主
務米
すの
。水
三分
五合
度量
iこが
てー
僅-

fパ
二%
筒?月:
問
の

は ι

雪量
2算
手E
海~
る温
も 1::'

R込
量約
1::' 五

二男
候輝
一一
暴露
なに
b 於
。て
色

筒
月
は

葬
カ

*' よ

五
、
玄
米
の
水
分
合
筆
一
一
、
八
dw
の
も
の
を
通
気
を
良
〈
し
1
貯
巌
せ
ば
室
温
及
蟻
一
日
一
O
度
の
温
肢
に
て
は
密
封
い
比
し
て
礎
芽
保
存
は

不
良
な
れ

g
三
五
度
及
四
O
度
に
て
は
反
っ
て
遁
気
せ
る
も
の
が
少
し

t
良
好
な
b
。

六
、
水
分
合
盤
が
こ
そ
八
%
の
揚
合
じ
は
完
全
な
る
費
穿
カ
保
容
は
嗣
畿
な
b
o
き
れ
ぜ
室
温
以
下
の
低
灘
に
幣
封
冷
離
せ
ば
其
結
果
は

良
好
な
る
べ
し
。

七
、
水
分
合
意
が
一
一
-
コ
ハ
um
の
場
合
に
遁
集
す
れ
ば
室
温
及
蟻
一
-
一
O
度
に
て
は
密
封
よ
h
も
不
良
な
h
o
一
一
五
度
及
四
O
度
に
て
は
其
反

劃
さ
な
る
。

八
、
玄
米
の
水
分
含
量
が
二
ハ
U
W
S

な
ら
ば
密
封
肱
に
逼
気
共
に
費
芽
カ
保
容
は
闘
艇
に
し
て
室
温
に
で
色
高
視
に
で
も
共
に
保
生
は
不
良

押日
F
h
2
0

九
、
玄
米
の
水
分
会
量
が
一
六
%
の
時
は
室
温
及
聾
一
ニ
O
度
に
て
は
塘
封
い
い
利
め
り
ざ
し
三
五
度
四
O
度
円
い
て
は
逼
気
に
刺
ゐ
b
さ
す
。

一
0
・
室
温
叉
は
そ
れ
以
下
の
低
温
に
て
玄
米
を
貯
蔵
す
る
時
は
米
@
水
分
合
量
金
一
二
必
に
乾
燥
し
て
密
封
す
れ
ば
費
芽
カ
を
良

t
保
容

す

一
一
、
聾
三
O
度
迄
の
穂
高
温
ぶ
玄
米
を
貯
離
せ
ん
に
は
一

o
d
w
の
水
分
合
量
さ
し
て
密
封
せ
ば
良
〈
置
芽
カ
金
保
容
す
。

一
二
、
蟻
三
五
度
の
高
温
に
で
玄
米
を
長
〈
貯
離
す
る
時
は
一

o
u
w叉
は
一
O
M
以
下
の
水
傍
含
量
さ
な
し
て
繕
封
す
べ
し
。

一
三
、
掻
岡
O
度
の
橿
高
温
に
て
は
米
の
水
分
を
一
O
%
以
下
さ
な
し
て
容
務
内
に
乾
燥
笹
置
を
な
し
て
密
封
す
べ
し
。
縮
ら
守
し
て
祖
度

玄
米
貯
誠
仰
の
温
度
起
に
玄
米
の
水
分
台
・
・
・
と
玄
米
の
aR芽
力
保
存
・
と
の
関
係
に
就
き
て
ハ
ニ
】

ー一一一一一一



玄
米
貯
減
仰
の
温
度
涯
に
玄
米
の
水
分
台
・
と
玄
米
の
aR穿
力
保
存
と
の
関
係
に
続
ぎ
て
つ
一
》

四
O
度
水
分
一

Odwな
ら
ば
寧
ろ
鍾
集
金
良
〈
し
て
米
の
水
分
守
護
散
せ
し
れ
U

ぺ
し
。

一
回
・
温
度
が
揺
三
思

1
回
。
覆
お
時
じ
水
分
合
賓
か
↓
エ
d
胃
d
A

は
コ
マ
%
以
上
さ
な
れ
ば
賓
穿
カ
保
容
は
極
め
で
不
良
な
ち
。
逼
昌
測
を
良

t
し
て
米
一
の
水
分
霊
散
に
使
な
ち
し
む
べ
し
。

一
五
、
玄
米
の
賓
芽
カ
を
良
好
に
保
存
せ
ん
に
は
一
二
%
の
水
分
合
覚
ぜ
な
し
て
密
封
し
室
温
叉
は
室
温
以
下
じ
置
〈
ペ
し
。
叉
一

O
d
wの

水
分
台
量
な
ら
ば
密
封
の
上
蟻
氏
一
-
一

O
度
の
温
度
に
貯
ふ
る
S
有
動
な
り
。

二
ハ
、
玄
米
貯
蔵
に
は
夏
季
高
温
に
入
ら
ぎ
る
前
に
着
手
す
ぺ
し
、
五
月
に
貯
難
せ
し
S
の
に
比
し
て
お
月
に
貯
議
せ
し
S
の
は
英
章
芽
カ

患
書
の
成
績
は
劣
れ
h
o

ニニ四

文

献

一
.
薗
輔
、
然
吉
、
水
稲
内
地
種
、
摩
書
展
事
報
第
十
九
年
第
五
観
、
四
六

l
五
五
、
大
正
十
四
年
、
轟
濁
鱒
督
府
中
央
研
究
所
禽
報
第
二
十
五

班
、
四
六

l
五
五
、
大
正
十
四
年

二
、
旬
。
回
雨
量
園

"
L
F田
町
田
羽
・
。
R
S
E
a
e目
。
町
民

o
s
s
a
z
R
R
g
g
A四
M
q
g
S
M
X
S
E
5
2回
色
白
山
仏
軍

宮
内
岡
高
e
-
p
a
F
P
B
2・

m
g・
俳
句
・

44♀・
g

-

M
刷
。
・
吋
呂
ω
a・
M
V
・
勾
や
l
u
s

一
二
、
話
藤
高
太
郎
.
種
子
の
貯
蔵
さ
乾
燥
剤

農
園
軍
曾
報
第
二
七
回
越
、
ニ
ニ
一
!
二
三
二
.
大
正
十
四
年

回
、
同

生
石
択
が
種
子
E の
修費
軒費F

蓄率
八‘寧
容に
・及
- 11' 

主義
J¥ 果

大
正
十
五
年

一
ー
一
一
、
大
正
十
四
年

農
園
寧
曾
報
第
二
六
六
!
こ
七
一
娘
、

五
、
岡

種
子
帯
命
論



、
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指
庫
高
木
闘
い
米
穀
貯
戴
上
二
於
げ
る
炭
酸
瓦
斯
蛇
に
空
気
密
封
の
効
果

岡

村
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、
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年
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、
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田
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田
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中
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中
の
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に
玄
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一
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の
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保
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係
に
続
き
て
(
一
)
農
園
事
研
究
第
十
三
袋
、

巌
、
水
稲
種
子
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